
   

 
 

裏磐梯 
エコツーリズム 
協会の考え方 

 
裏磐梯エコツーリ

ズム協会は、「人と自
然」「人と人」のつな
がりを取り戻し、地
域の自然や文化を守
りながら伝え、地域
全体が元気になるよ
うな新しい観光と地
域作りを進めます。 

◆地域の自然のモニタリングを知ろう 
 当協会では、平成２１年度より継続して、裏磐梯各所の「水質」「絶
滅危惧種の植物」「野鳥」「特定外来生物」のモニタリング調査に取り組
んでいます。ともに暮らす地域の皆さんにも現状を知っていただいて意
見交換したいと考えています。モニタリング調査のことと合わせて、裏
磐梯湖沼群と猪苗代湖が環境省の「ラムサール条約湿地潜在候補地」に
選定されていますので、これについても少し学んでみたいと思います。
気軽にご参加いただける“お茶会”です。 

日 時：９月２９日(火) 13：00－15：00 

場 所：裏磐梯サイトステーション ミーティングルーム   

◆植物・初歩の初歩講座 
植物のからだや仕組み、名前の付け方など、植物を観察するうえで役

に立つ知識をクイズを交えながら解説していただきます。座学の後は実
際にレンゲ沼周辺で、秋の草花や木の実などを観察しましょう！ 

 

日 時：９月１日（火） 13：00－16：00 

場 所：裏磐梯サイトステーション ミーティングルーム 

講 師：根本 秀一氏（福島大学）と院生・学生の皆さん 

参加費：７００円 

服装・持ち物：長袖長ズボン・帽子・飲み物、筆記用具、 

あれば普段お使いの植物図鑑・ルーペ 
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２０1５年９月 

磐梯山麓・標高 1,117
ｍ地点にある銅沼
（あかぬま）。裏磐梯
スキー場からのアプ
ローチが一般的で
す。第２リフト終点
まで登れば、後ろ
（北）に桧原湖・吾
妻連山を見渡すこと
が出来、正面（南）
には荒々しい磐梯山
の姿が目前に。頂上
への道標に従って林
の中へ続く登山道を
進むとやがて木立の
向こうに、銅沼が静
かに現れます。磐梯
山の水を湛え、鉄分
が付着した地面・石
はさび色に染まって
います。迫る崩壊壁、
上りたつ噴気、時折
カーンと響く落石の
音…山の息遣いが肌
で感じられ、見るも
のを圧倒する空間で
す。磐梯山の頂上か
らは崖に隠れ銅沼を
見ることはできませ
ん。裏磐梯一の絶景
をぜひご体感くださ
い。 

★各講座の参加申込・お問合せ 電 話 ０２４１－２３－７８６０ 

               メール  info@eco-urabandai.com 
※ 締 切 り は 講 座 の 前 日 。 準 備 等 ご ざ い ま す の で 予 め お 申 込 み を お 願 い し ま す 

 

裏磐梯エコツーリズム通信  6４号 

 

裏磐梯エコツーリズム協会の 
ニュースレター 

夏の銅沼 

エコナイ

トファン

タジー 

～

岩城里江子

さん 

アコーディ

オンコンサ

ート～ 

裏面もご覧ください 
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室内でのプログラムについても天候次第といった
傾向は否めず…来年度は「雨天時の代替プログラム」
的要素を考慮して企画、開催の検討をして参ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みスペシャルプログラムも実施しました！ 
「ジュンサイ摘み取り体験」「守り狐絵付け」 

「木の実クラフト」「ススキのバッタ作り」 

 

 

 

「ばんだいの 

宝 発見講座」 
 
「ばんだいの宝発
見講座」とは、皆さ
んと共に磐梯の宝
をたくさん発見し
ていく活動です。 
この講座では、観

光地としての魅力
（自然・歴史・文
化・人材）を掘り起
こし、それを学び、
守り、伝える活動を
通して“質の高いサ
ービスの提供（おも
てなし）”を可能に
する事を目的とし、
住民総ガイドを目
指しています。 
講座には、どなた

でも参加できます。
ぜひ一緒に磐梯の
宝を再発見・再認識
いたしましょう！ 

 
 

 

 

 

 

源流域裏磐梯の 
水を守ろう！ 

 

「飲 み 残 し 
ゼ ロ 運 動」 

展開中！ 
 
ペットボトル、缶

コーヒーなど、日頃
つい残してしまう
飲み物を流してし
まうと、きれいな水
に戻すにはその数
倍の水を必要とし
ます。油だけではな
く、ふだんの飲み物
にも気を遣いたい
ですね。ご協力お願
いいたします。 

【実施報告】夏休み・自由研究おたすけ講座 

 

 

ふるさとの宝ガイド冊子 

コース案内チラシパンフができました 

 

ばんだいの宝発

見講座“冬の野鳥

を見に行こう” 

 

 

裏磐梯エコツーリズム協会 
〒９６９－２７０１福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字小野川原１０９２-６５ 
TEL：０２４１-２３-７８６０ 携帯：０８０-２８２７-１６８７ FAX：０５０-７５４１-２４１１ 
Mail： info@eco-urabandai.com 
http://www.eco-urabandai .com 
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１）集まれ！福島大学のみんなと作ろう“植物標本” 
／根本秀一講師 

 

サブタイトルの“研究機関でも通用する植物標本の作り
方”の通りに、基本を徹底的に教えていただきました。新
聞紙を挟んだ大きなバインダーとスコップを手に、サイト
ステーション周辺へ。外来植物の中からエノコログサ、ブ
タナ、アカツメグサなどを選び、根から丁寧に採って新聞
紙に形を整えて挟みました。いつどこで採取した植物かを
記載したラベルもつけて保存すれば立派な標本として役
立ちます。100年以上保存…できるといいな。 

 
２）戦国時代を覗いてみよう！ 

大塩・柏木城れきし探検隊 ／小野明講師 
 

柏木城は発掘作業中でしたが、作業の方が仕事の手を休
めて詳しい説明をしてくださいました。子どもさんだけで
なく地元出身の歴史を学ぶ大学生の参加もあり、未来の歴
女候補生たちの熱心な探索姿が印象的でした。 

 
３）特定外来生物ウチダザリガニ 

触ってよーく見てみよう！ ／砂川光朗講師 
 

座学の後、実物に触れるためザリガニ釣りに挑戦しまし
たがそう簡単にはいかず釣果は３匹。そこで、前日に仕掛
けた蟹かごを引き上げて全員が触れるようにしましたよ。
はさみに挟まれないつかみ方、雌雄の区別や計測の仕方な
どを教わると、子供たちの声がだんだん大きくなっていき
ました。「特定外来生物」「生物多様性」という言葉だけで
は理解しにくいことも、実際に釣ったり触ったりすること
で興味が広がったようです。これからも身近な生き物、自
然と関わっていってくださいね。 

今夏は例年になく暑さが早くに到来し晴天続きだっ
たからでしょうか、ジュンサイの花は早く開き、水温
も少し高いようでした。天気に恵まれたおかげで、野
外での摘み採り体は順調に実施。新しい５艘の船に乗
って、たくさんの方が体験されましたが、作業に没頭
される様子にこちらが驚かされるほどでした。お持ち
帰りいただいたジュンサイが食卓に花を添えたかなと
思うと嬉しい限りです。 
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